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本論文は， Corynebacterium glutamicumの野生株を用い環境要因の調節によって， L- グルタミ
ン酸発酵から L- グルタミン， N- アセチルー L- グルタミンおよび L-プロリン発酵に転換させ，その発
酵転換の機構を酵素および細胞レベルで研究したもので以下の 5 章と総括からなっている。
第 1 章では， L- グルタミン酸， L- グルタミンと N- アセチルー L- グルタミンの新しい分別定量法を
開発し，この方法が発酵液に適用して精度の高い分析値を与えることを述べている口
第 2 章では， Lーグルタミン酸生酸菌 C. glutamicumの野生株から， (NH4) 2S04 の高濃度添加培地
中で L- グルタミンおよびN- アセチルーL- グルタミン生産の良好な株KY9609 と KY9003 を育種してい
る。上記 2 種のアミノ酸を蓄積させる条件として，高濃度の NH4 +, CI の存在， ピチオン制限下，
および増殖静止期の培地pH を微酸性に保持することを挙げている。さらに培地Zn2+を添加して殆ん
ど純粋の Lーグルタミン発酵が，また Zn 2 +を制限しでほぼ純粋な N- アセチルー L- グルタミン発酵を
実現している。
第 3 章では， C. glutamicum KY9003株を用いて L-プロリン発酵ヘ転換している。すなわち培地条
件を，高濃度 NH 4 CI存在高糖度，ピオチン充分量存在下で，エタノール，プロパノールまたはブタ
ノールを添加して発育を抑制し， L- プロリンの蓄積を得ている。
第 4 章においては， L- グルタミン， N- アセチルー L- グルタミン発酵における NH/ ， CI ーの意義を
酵素手ならびに発酵生理学的に追究し， NH/ の主効果がL- グルタミンと N- アセチルーLーグルタミン
の分解酵素系の阻害にあること，およびCI ーの主効果が細胞内での L- グルタミン酸保持能力を高める
ことにあると推定している。
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第 5 章においては， Zn2 +による L- グルタミンと N- アセチル -N- グルタミンの発酵転換機構を扱
っており， Zn+ 2 が L- グルタミン合成酵素を特に強く活性化するのが原因であるとしている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，アミノ酸発酵としては第 3 位の工業生産量をもっ L- グルタミン発酵，その他N- アセチ
ルー L- グルタミン発酵と L- プロリン発酵を確立した研究開発の成果と，その酵素学的ならびに発酵
生理学的裏付けを行った結果で以下の重要な結論を含んでいる。
(1) グルタミン酸生産株C. glutamicumの野生株の代謝経路を NH/ ， CI-，ピオチンなどの培地への
添加量や培養pHの管理などで人為的に変換させ， L- グルタミン発酵， N- アセチルーL- グルタミン
発酵や L- プロリン発酵に転換することができること。




殖抑制を行って L- プロリン発酵を tlf能にしたこと，である。
以上のように仰生物による L- グルタミン， N- アセチルーL- グルタミンおよびL-プロリンの工業生
産の基礎を確立したものであり，その酵素学的ならびに生理学的基礎に対しでも貢献するところが大
き Po よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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